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研究目的
本研究室では，近年その利用分野がますます多様化・高度化している電磁波工学に

関する研究を行っている．研究対象は，電磁理論，通信，計測，電磁環境等の幅広い
分野に亘っており，基礎から応用まで一貫した研究を理論的・実験的に進めている．
現在は，以下に示す課題について，精力的に研究を進めている．

主な研究テーマ

本棚の底面に配置するRFIDリーダアンテナを提案している．リーダアンテナ
の終端負荷の切替ダイバーシティによりタグでの受信電力を大幅に改善した．

ガスメータの従来の検針作業の無線通信による自動化を検討している．金属製Box内の
ガスメータに2本のアンテナを配置しダイバーシティ技術を用いることにより受信電力が6 
dB改善されることを示している．

ガスメーター無線検針システム用ダイバーシチアンテナダイバーシティを用いたスマートシェルシステムの開発

変調散乱素子を用いた電磁界の同時測定

リフレクトアレーの利得の広帯域化を実
現するため，超広帯域な動作帯域を持つ
と知られている対数周期ダイポール（
LPDA）をリフレクトアレーの素子とし
て用いることを提案している.

周波数の異なる多数の変調散乱素子から再放射された電磁界を同時に観測すること
により，瞬時に変化する電磁界をリアルタイムに測定する方法を提案している．
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リアルタイム測定装置

無線通信不感地帯解消用広帯域リフレクトアレー
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メーターに
アンテナを実装
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ミリ波パッシブイメージング装置の開発飲み込み型カプセル内視鏡用アンテナの設計

人体貼り付けセンサ用ダイバーシティアンテナの研究屋内における地上デジタルテレビジョン放送波の測定とダ
イバーシティ受信の検討

ミリ波帯スイッチングアンテナの基礎検討無給電素子を用いた近傍界無線電力伝送の高効率化
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移動通信基地局用多周波共用アンテナの研究大規模アレーアンテナのMoM解析

MoMを用いた大規模アレーアンテナの電磁界解析を可能にするために，
Gauss-Seidel 法に基づいた高速行列演算手法を提案している．

多帯域化する基地局の省スペー
ス化を実現するため,複数の周
波数帯を1つでカバーできる多

周波共用アンテナを提案してい
る.
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Inverse matrix  is evaluated by 
using the direct method such as 
the Gauss-Jordan method
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Dipole array antenna

Negative  metamaterial

送信アンテナの近傍に設置された無給電
素子の終端条件を切り替えることで，シ
ステムのインピーダンスを変化させ，送
受信アンテナが位置ずれした際も高効率
な無線電力伝送が可能となる．

屋内ミリ波帯無線LAN用ビ

ーム方向切替漏れ波アンテ
ナを提案している．平行二
本線路の近傍に置かれたダ
イポール素子のアレー間隔
を機械的に切り替えること
でビーム方向を切り替える
．線路にインダクタを装荷
することでグレーティング
ローブを抑圧可能である．

屋内における地上デジタル放送の受信電力を測定し，指向性ダイバーシティの
効果を明らかにしている．空間ダイバーシティ利得3～7.3 dBを得た．

飲み込み型カプセル内視鏡用アンテナと人体外部に置かれたアンテナを設計
している．人体等価ファントムを用いた場合の伝送特性を解析と実験により
求めた結果，約-30 dBの減衰が得られた．

空港、港湾等の水際において，金属探知機で検出でき
ない液体，ペットボトル，プラスチック爆弾等の誘電
体を，非接触・非侵襲で検知可能なミリ波パッシブ撮
像装置を開発し，産学連携のもとに製品化している．
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衣服下の液体の検知

金属探知機

偏波ダイバーシティの有無に対する受信電力の累積確率分布

マルチパスフェージングの実験環境
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マルチパス伝搬環境における人体貼り付け型センサーの通信品質向上を目的として
偏波選択ダイバーシティの効果を実験的に評価しダイバーシティ利得11 dBを得た．
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